
14 66 4 0 1 0 0 0 3 0 1 0 0 0 0 24 106 5 0 9 0 0 0 2 4 0 0 0 9 4
11 46 3 0 2 0 0 0 5 0 1 1 0 0 0 13 56 3 0 7 0 0 1 1 1 1 0 0 4 4
3 14 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 28 1 0 2 0 0 0 1 2 1 1 0 5 2
3 8 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

決勝 楽天モバイルパーク宮城 3 時間 1 分 打 安

第105回全国高等学校野球選手権記念宮城大会 
□大会第13日目 7 月 23 日 （ 日 ）

失 併
仙 台 育 英 0 0 0 4 5 3

点 盗 犠 四 三 残
1 018 【育】 43 18 15 40 0 0 0 01 0 5 0

0 0 0 0 0仙 台 城 南 0 0 0 0
1 9 4 8

（球） 野田　　学 （一） 佐藤　　圭 （二） 三浦　　徹

3 0
（ ）

▽本塁打 なし（三） 武田　　徹

0 0 0 2 9 60 【城】 31 3

▽二塁打
山田,湯浅,鈴木,住石 (育)

▽暴投 仁田1(育),門馬1(城） ▽捕逸 なし なし (城)

【育】 髙橋,仁田,田中,湯田 ― 尾形 ▽三塁打 尾形2,住石2(育)
【城】 小塚,原,門馬 ― 岡村

0 0
（遊） 山田 脩也 2 1 1 （遊） 武藤 就貴 4

安打 打点

（中） 橋本 航河 5 2 0 （右)中 佐藤 柊真 4

【 仙 台 育 英 】 打数 安打 打点 【 仙 台 城 南 】 打数

1 0
（右） 齋 藤 陽 4 0 0 右 芳賀 泰地 0

0 0
（三） 湯浅 桜翼 6 3 1 （中） 柿 崎 創 3

0 0
打左 濱田 大輔 0 0 1 左 相澤 崇仁 1

0 0
（一） 齋藤 敏哉 5 2 1 （左） 山崎 恭輔 3

0 0
二 浅面 大地 0 0 0 （一） 植野 広大 3

0 0
（左） 鈴木 拓斗 4 2 0 （三） 佐藤 龍翔 4

0 0
投 湯田 統真 0 0 0 （捕） 岡村 太貴 3

0 0
打 佐藤 涼太 1 1 1 打 管野 心咲 1

1 0
（投） 髙橋 煌稀 2 0 0 （投） 小塚 光貴 1

1 0
（捕） 尾形 樹人 6 4 6 （二） 池田 柾道 2

0 0
投 仁田 陽翔 1 0 0 投 原 琉 聖 1

0 0
打 伊藤 達也 0 0 0 打 狩野 斗悟 1

投 田中 優飛 0 0 0

0 0
打 下山 健太 1 0 0

投手名 打数 投球数 投球回数 投球回端数 被安打 失点 自責点

髙橋 煌稀 小塚 光貴
仁田 陽翔 原 琉聖

犠飛 三振 四球 死球 暴投 ボーク投球数 投球回数 投球回端数 被安打 本塁打 犠打暴投 ボーク 失点 自責点 投手名 打数本塁打 犠打 犠飛 三振 四球 死球

仙台育英打線大爆発、１８安打１８得点で仙台城南を下し、昨年に続き甲子園出場を決める。

序盤３回までは、髙橋（仙台育英）、小塚（仙台城南）両投手が持ち味を発揮した投げ合いを見せる中、均衡を破ったのはやはり育英打線。４回

表、２本の長短打と四球で作った一死満塁の好機に７番尾形、９番住石の３塁打２本で４点を先制。さらに５回二死から相手の失策で１点、その

後２つの四球と安打の満塁の好機に再び住石の走者一掃の三塁打が飛び出しこの回５点、６回にも３本の長短打と四球を絡めて３点を挙げ試合の

大勢を決めた。城南も５回に無死１・２塁の好機を作ったものの後続が抑えられ、育英の繰り出す４人の投手の前に散発３安打で完封され、初優

勝の夢を絶たれた。この試合、７番尾形と９番住石の２人で７安打１０打点の大活躍でチームの勝利に貢献した。

田中 優飛 門馬 由宗
湯田 統真

【評】

仙 台 城 南 安 住 馨 祐

学 校 名 氏 名

仙 台 育 英 齋 藤 敏 哉

利 府 亀 谷 晋 之 介

東 陵 前 田 直 哉

第１０５回全国高等学校野球選手権記念宮城大会　優秀選手


